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東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
親
族
集
団
の
諸
概
念

|

「

宗

族
」
・
「
門
中
」
・
「
同
族
」

の
再
検
討
ー
ー
＇

一
、
は
じ
め
に

本
稿
は
‘
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
親
族
集
団
に
た
い
し
て
い
ま
ま

で
使
用
さ
れ
て
き
た
「
宗
族

・
門
中
・
同
族
」
な
ど
の
概
念
の
検
討

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
韓
国
の
門
中
を
中
心
と
し
て
、
集
団
内

部
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
差
異
か
ら
、
各
社
会
の
親
族
の
特
質
を
見

て
＞
＜

社
会
科
学
に
お
い
て
‘
概
念
規
定
は
重
要
な
位
罹
を
占
め
て
い
る
か
‘

特
に
韓
国
に
お
い
て
は
‘
三
六
年
間
の
植
民
地
支
配
の
影
響
も
あ
っ

て
、
朝
鮮
総
督
府
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
人
に
よ
る
朝
鮮
研
究
が
及

ぽ
し
た
影
響
は
い
ま
だ
に
大
き
い

。

「
同
族
」
と
い
う
用
語
の
分
析
概
念
と
し
て
の
混
乱
も
そ
の
一
っ

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
語
を
韓
国
社
会
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
‘

周
知
の
よ
う
に
善
生
永
助
氏
（
善
生
永
助
、
一
九
四
三
年

i

―
九

金

相

圭

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

頁
）
で
あ
っ
た
。「
同
族
」
概
念
の
韓
国
社
会
へ
の
適
用
を
め
ぐ
る
問

題
を
指
摘
し
た
の
は
、
日
本
人
の
学
者
の
な
か
で
は
[
江
嶋
修
作
ヽ

一
九
七
六
年
]
[
服
部
民
夫
、
一
九
七
五
年
]

[
中
根
千
枝
、
一
九
八

七
年
]
な
ど
、
韓
国
人
で
は
[
金
宅
圭
ヽ

l

九
八
二
年
]
な
ど
が
あ

る
。

ム
ン
ジ
ュ
ン

二
、
門
中
の
定
義

ム
ン
ジ
ュ
ン

「
門
中
」
の
概
念
は
一
言
で
は
定
義
し
に
く
い

。
な
ぜ
な
ら
ば
、

韓
国
社
会
に
お
い
て
、
こ
の
語
は
場
所
と
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
意

味
を
担
い
、
話
者
、
も
し
く
は
地
域
に
よ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
意

味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
門
中
」
を
父
系
親
族
集
団
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い

け
れ
ど
も
‘
い
ま
ま
で
「
門
中
」
の
概
念
が
は
っ
き
り
定
義
さ
れ
な

い
ま
ま
用
い
ら
れ
て
き
た
結
果
、
た
と
え
ば
、
韓
国
社
会
に
「
門
中
」
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と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
「
宗
族
」
や

「宗
中
」
な
ど
と
の
用

語
上
の
差
異
の
問
題
、
あ
る
い
は
「
門
中
」
が
「
堂
内
」
か
ら
同
姓

同
本
の
レ
ベ
ル
ま
で
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
、

ど
の
よ
う
な
父
系
親
族
集
団
の
範
囲
を
指
す
も
の
で
あ
る
の
か
と
い

っ
た
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
き
た
。

韓
国
人
は
‘
父
系
親
族
集
団
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
、
一
般
に

「
門
中
」
あ
る
い
は
「
宗
中
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。
門
中

お
よ
び
宗
中
の
研
究
史
は
半
世
紀
近
い
が
、
ま
だ
両
者
に
関
す
る
論

議
の
成
果
は
充
分
で
な
く
、
両
者
を
事
実
上
同
義
の
も
の
と
し
て
把

え
て
い
る
こ
と
が
多
い

。

雀
柏
氏
は
‘
慶
尚
北
道
安
東
郡
臨
河
面
川
前
洞
の
義
城
金
氏
門
中

ジ
ョ
ン
ジ
ュ
ン

（川
前
門
中
）
を
対
象
と
し
て
調
査
し
、

「
門
中
」
と
「
宗

中
」
の

区
別
を
試
み
た
。「
門
中
」
と
は
「
そ
の
内
部
に
幾
つ
か
の
宗
中
を
包

括
し
て
い
る
―
つ
の
連
合
体

(C
o
a
l
i
t
i
o
n
)

で
あ
り
、
法
人
的
な

性
質
を
も
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
」

（雀
柏
‘
一
九
八
四
年
：
八
頁
）

と
規
定
し
て
い
る
。
雀
氏
は
ま
た
‘
「
門
中
と
は
社
会
的
名
望
の
高
い

顕
祖
を
中
心
と
し
、
名
門
一
族
の
法
人
的
性
格
を
も
つ
‘
―
つ
の
連

合
体
で
あ
る
。」
「
門
中
が
永
続
す
る
か
ぎ
り
、
子
孫
も
増
加
す
る
か

ら、

『
門
中
』
の
内
部
に
は
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
支
派
か
形
成
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
支
派
が
そ
れ
ぞ
れ
―
つ
ず
つ

『宗
中
』
を
成
す
の
で
あ

る
」
（
前
掲
書
□
八
ー
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
‘
こ
こ
で
雀

氏
は
、
同
姓
同
本
集
団
の
レ
ベ
ル
の
も
の
を
「
門
中
」
と
呼
び
、
宗

中
は
各
派
の
こ
と
で
あ
り
、
門
中
の
下
位
集
団
で
あ
る
と
し
て
区
別

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
韓
国
の
文
献
資
料
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
き
た
父
系
血

縁
者
の
組
織
な
い
し
集
団
を
表
す
用
語
と
し
て
は
‘
「
門
中
」
「
宗
中
」

「
宗
族
」
「
宗
契
」
「
族
中
」「
門
党
」
「
門
楔
」
「
同
宗
契
」
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、

「
門
中
」
と

「宗
中
」
は
一
番
よ
く
使
わ
れ
て
き
た

（
雀
在
錫
、
一

九
八
三
年

：
七
三

0
頁）。

そ
の
他
、
門
中
と
ほ
ぼ

同
じ
意
味
を
表
す
も
の
と
し
て
は
、「
同
族
」
「
宗
族
」
「
堂
内
」
「
親
族
」

「
親
戚
」
「
一
家
」
「
家
内
」
な
ど
が
戦
後
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
き
た
。

宗
族
と
は
、
中
国
の
宗
法
制
度
に
よ
る
父
系
の

同
姓
集
団
を
意
味

す
る
。
こ
れ
は
‘
韓
国
の
父
系
血
縁
集
団
で
あ
る

「門
中
」
と
は
‘

血
縁
関
係
を
構
成
原
理
と
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
構
造
や
社
会
的
機
能
は
異
な

っ
て
い
る
。
ま
た
中
国
に
は

「
門
中
」
と
い
う
用
語
自
体
が
存
在
し
な
い

。
な
お
‘
沖
縄
に
「
門

中
」
と
呼
ば
れ
る
父
系
親
族
集
団
が
存
在
す
る
が
、
韓
国
の
門
中
が

族
外
婚
の
単
位
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
沖
縄
の
門
中
は

I

少
な

く
と
も
現
在
は
ー
|
ー
族
内
婚
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
、
韓
国
の
門

中
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
で
は
、

中
国
の
「
宗
族
」
、
日
本
の

「
同
族
」
、
韓
国
の
「
門
中
」
を
そ
れ
ぞ

れ
区
別
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
で
は
、
韓
国
社
会
に
お
い
て
、
父
系
血
縁
集
団
を
表
す
用
語

と
し
て
、
実
際
、
史
料
に
現
れ
た
の
は
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た
か
を

見
て
み
よ
う
。
表

1
は
‘
雀
在
錫
氏
に
よ
る
分
類
で
あ
る

（雀
在
錫
、

一
九
八
三
年

i

七
二
九
頁
）
。
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父系血縁集団の呼称とその出典

仁良 （載寧）李氏門中立議

李浣 ：匙厘集

慮相稜：小訥先生文集

手t丞：明齋遺稿

柳重教：省齋集

金悪載：栗山集

呉根厚：道淵遺稿

鄭四震 ：守奄集

小訥先生文集

龍嗚集

虞相稜

鄭官源

宋明欽

一絃：醒晩遺稿

鄭官源 ：龍塊集

表 1

一用語：出
I 

！川前 （義城）金氏門中完議文

門中！柳仁培： 猿埃集

！葛田 （順興）安氏門中完議文

i手舞翠童士集

i楊應秀：白水集

宗 中 ！虞相稜：小訥先生文集

i鄭圭永： 一玉遺稿

族中 i柳雲龍 ：謙奄集

門蕉 ！虞相稜 ：小訥先生文集

柳重教：省齋集

一鈍 ：醒晩遺稿

呉再挺 ：寒泉堂

張三爽 ：1蜀柴窓遺稿

李基扉登：株川世稿

李基藉：株川世稿

典

宗 族

宗 契

門 楔

同宗契

「
門
蕉
」
「
族
中
」
な
ど
の
用
語
は
雀
在
錫
氏
が
新
し
く
発
見
し

た
用
語
で
あ
る
（
前
掲
書

：
七
三
0
頁
）
。
一

方
、
李
光
奎
氏
は
‘

最
近
、
「
宗
族
」
と
「
門
中
」
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
る

（李
光

奎
、
一
九
九

0
年
こ
一

0
0
頁
）。

確
か
に
‘
い
ま
ま
で
、
「
宗
族
」

以
外
に
も
「
親
族
」

と
い
う
言
葉
を
混
用
し
て
、
「
親
族
制
度
」
「
宗
族

制
度
」
「
親
族
集
団
」
「
宗
族
集
団
」
な
ど
と
呼
ん
で
き
た
の
は
事
実
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
概
念
上
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。

韓
国
の
宗
族
に
つ
い
て
、
金
斗
憲
氏
は
‘
同
姓
同
本
で
示
さ
れ
る

氏
族
を
「
姓
族
」
と
い
い
‘
「
姓
族
」
の
下
位
の
族
集
団
を
「
宗
族
」

と
規
定
し
、
両
者
の
区
別
を
祖
先
祭
祀
に
置
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
宗
族
」
は
祖
先
祭
祀
を
共
同
に
お
こ
な
う
同
族
集
団
を
さ
す
と
述

べ
て
い
る

（金
斗
憲
、
一
九
六
九
年
ご
八
五
I

八
六
頁
）
。
さ
ら
に

金
斗
憲
氏
は

「姓
族
の
次
の
、
あ
る
範
囲
の
族
集
団
を
成
す
も
の
が

宗
族
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
特
に
‘
宗
族
と
称
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ

る
‘
宗
法
に
よ

っ
て
族
結
合
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」

と
述
べ
、
韓
国
に
お
け
る
宗
族
を
特
に
宗
中
あ
る
い
は
門
中
と
言
う

の
だ
と
解
し
た
。
そ
し
て
「
中
」
と
は
大
小
宗
の
別
を
超
越
し
た
族

集
団
の
中
和
を
意
味
す
る
か
ら
、
同
宗
の
集
中
的
親
和
性
を
表
示
し

た
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る

（前
掲
書
□
八
六
I

八
八

頁
）。

し
た
が
っ
て
、
金
斗
憲
氏
は
善
生
永
助
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
見
解

に
立
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

李
光
奎
氏
は
‘
こ

の
金
斗
憲
氏
の
定
義
に
基
本
的
に
同
意
し
な
が

ら
も
‘
族
譜
の
編
纂
に
重
点
を
お
い
て
宗
族
を
再
定
義
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
韓
国
の
父
系
親
族
集
団
の
体
系
を
し
め
す
族
譜
を
み
る
と
、

原
始
梢
か
ら
系
譜
が
広
が

っ
て
い
く
そ
の
中
間
に
、
実
際
的
に
一
族

の
中
心
を
な
す
人
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
始
祖
と
実
際
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的
に
中
心
を
な
す
人
物
と
の
間
に
は
‘
少
な
く
と
も
三
ー
四
世
代
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
長
い
場
合
は
一

0
世
代
余
の
系
譜
的
距
離
が
あ

り
、
両
者
の
間
は
姓
名
の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

中
間
の
人
々
の
具
体
的
な
人
的
事
項
と
墓
は
一
般
に
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
（
李
光
奎
、
一
九
九

0
年

i

―
九
九
ー
ニ
0
―頁）
。

言
い
か
え
れ
ば
、
原
始
祖
が
理
念
上
の
始
祖
で
あ
る
の
に
た
い
し

て
、
実
際
的
な
始
祖
は
墓
も
明
確
で
あ
り
、
人
的
事
項
も
明
瞭
で
あ

る
た
め
、
中
心
的
な
始
祖
に
な
る
。
こ
う
い
う
点
に
嗜
目
し
て
、
李

氏
は
、
「
「
宗
族
」
と
は
同
姓
同
本
集
団
の
実
体
的
な
概
念
で
あ
り
、

(3
)
 

そ
の
宗
族
が
実
際
に
機
能
し
て
い
る
組
織
を
整
え
る
と
「
門
中
」
で

あ
る
」
（
前
掲
書
ニ
―

0
0
頁
）
と
考
え
て
い
る
。
姓
族
が
組
織
を
整

え
て
宗
族
に
な
っ
て
も
外
婚
制
の
単
位
の
本
質
は
維
持
し
て
い
る
と

の
意
味
で
あ
ろ
う
。
金
斗
憲
氏
の
い
う
「
姓
族
」
は
李
光
奎
氏
の
い

う
「
宗
族
」
の

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
金
斗
憲
氏
の

「
宗
族
」
は
李
光

奎
氏
の
「
門
中
」
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
同
じ
同
姓
同
本
集
団
を
‘
始
祖
が
神
話
的
存
在
で
あ
る

か
否
か
に
よ
っ
て
別
個
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
に

も
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図
l
を
見
る
と
、
金
開
智
（
神
話
上
の
人
物
）
を
原
始
祖
と
す
る

門
中
の
う
ち
、
義
城
金
氏
か
ら
は
、
高
霊
金
氏
、
積
安
金
氏
、
賜
姓

に
よ
る
開
城
金
氏
が
分
籍
（
分
貫
）
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と

な
る
の
は
‘
李
光
奎
氏
は
原
始
祖
と
一
世
始
祖
を
同
じ
だ
と
考
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
金
開
智
は
原
始
祖
と
み
な
さ
れ
て
は
い
る
け
れ

ど
も
‘
け
っ
し
て
一
世

始
祖
な
の
で
は
な
い
。

「
徳
撃
」
、
「
錘
」
、
「錯」、

「
鍵
」
、
「
錫
」
、
「
殷
説
」
、

「
鳴
種
」
、
「
鐙
」
を
各
一

世
始
祖
と
す
る
の
で
あ

る
。
ま
た
義
城
金
氏
の

場
合
、
「
錫
」
を
一
世
始

祖
と
し
て
数
え
、
さ
ら

に
、
高
霊
金
氏
、
開
城

金
氏
、
證
安
金
氏
に
分

貫
す
る
の
で
、
分
貫
し

た
時
点
の
始
祖
を
ま
た

一
世
始
祖
と
数
え
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に

も
、
金
開
智
を
原
始
祖
と
考
え
な
が
ら
一
世
始
祖
と
し
て
は
数
え
て

い
な
い
金
開
智
系
の
新
羅
金
氏
を
み
る
と
、
慶
州

・
義
城
金
氏
以
外

に
も
‘
七
六
の
各
本
貫
に
分
貫
さ
れ
、
ま
た
‘
賜
姓
あ
る
い
は
他
の

事
情
に
よ
り
異
姓
異
本
に
変
わ
る
例
も
あ
る
。
安
東
櫂
氏
を
は
じ
め
‘

四
つ
の
新
し
い
同
姓
同
本
集
団
を
成
し
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
現
在
の
金
氏
本
貫
―
―
五
本
の
う
ち
の
約
七
割
を
占
め
て

い
る
（
韓
国
人
斗
族
譜
編
纂
委
員
会
編
‘
一
九
七
七
年

i

―
六
三
—

三
四

0
頁）
。
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ま
た
李
光
奎
氏
は
‘
門
中
を
「
大
門
中
」
「
小
門
中
」
な
ど
に
分
け

て
い
る
（
李
光
奎
前
掲
書
こ
二
四
頁
）
。
特
に
、
李
氏
は
宗
族
の

組
織
と
し
て
の
門
中
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
門
中
と
宗
族
の
区
別

の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

韓
国
の
門
中

・
集
姓
村
研
究
の
な
か
で
最
も
大
き
な
貢
献
を
成
し

た
善
生
永
助
氏
の
場
合
、
「
門
中
」
よ
り
も
「
宗
中
」
と
い
う
用
語
を

積
極
的
に
使

っ
て
い
る
。
善
生
氏
の
宗
中
に
関
す
る
定
義
を
み
る
と
‘

「
宗
中
と
は
同
族
が
一
部
落
及
び

一
地
域
に
部
落
を
形
成
し
て
、
又

は
集
団
生
活
を
営
む
場
合
に
は
、
こ
れ
等
の
同
族
間
に
は
古
来
の
慣

習
に
よ
り
必
ず
一
族
の
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
こ
の
同

族
団
体
を
宗
中
又
は
門
中
と
称
」
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
善

生
永
助
、
一
九
四
三
年

ニ

ニ

0
頁
）。

結
局
、
善
生
氏
に
と

っ
て

宗
中
（
門
中
）
は
日
本
の
同
族
団
と
同
じ
概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
‘
門
中
を

L
i
n
e
a
g
e
V
i
l
l
a
g
e
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
こ
と

か
ら
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
視
野
に
立
つ
論
文
と

し
て
[
嶋
奥
陸
彦
ヽ
一
九
七
八
年
]
が
あ
る
o

ま
た
、
こ
の
場
合
の

「
同
族
」
と
い
う
用
語
は
、
日
本
の
「
同

族
」
概
念
を
転
用
し
た
の
に
ち
が
い
な
い
。
日
本
の

「
同
族
」
は
‘

墓
本
的
に
村
落
内
で
完
結
す
る
村
内
集
団
た
る
性
格
づ
け
を
強
く
被

っ

て
い
る

。

し
た
か

っ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
地
縁
原
理

l
~

単

純
な
近
隣
結
合
で
は
な
く
‘
村
も
家
も
貢
租
団
体
と
し
て
編
成
さ
れ

た
と
い
う
事
情
に
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
地
縁
原
理

i

を
本
質

的
に
内
包
し
た
集
団
で
あ
る
。
そ
れ
は
基
本
的
に
父
系
血
縁
集
団
で

あ
る
韓
国
の
「
門
中
」
や
中
国
の
「
宗
族
」
と
は
構
成
原
理
が
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
韓
国
社
会
を
分
析
す
る
と
き
に
、
こ
の

「
同
族
」
概
念
を
安
易
に
援
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

ま
た

一
九
七
六
年
に
‘
韓
国
で
は
大
統
領
令
に
よ
っ
て
全
国
民
の

「族

譜
探
し
運
動
」
か
展
開
さ
れ
た
。
日
本
に
よ
る
植
民
地
時
代
(
-
九

一

0
年
ー

一
九
四
五
年
）
や
朝
鮮
戦
争

(-
九
五

0
年
ー
一
九
五
三

年
）
を
経
て
、
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
族
譜
を
探
そ
う
‘
と
い
う
の
が

そ
の
根
本
趣
旨
で
あ

っ
た
。
そ
の
と
き
‘
「
韓
国
人
の
族
譜
編
纂
委
員

会
」
が
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
委
員
の
ほ
と
ん
ど
は
国
史
編
纂
委
員
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
族
譜
の
編
纂
作
業
よ
り
も
っ
と
困

難
で
あ

っ
た
の
は
、
韓
国
人
の
全
族
譜
を
―
つ
の
書
物
に
ま
と
め
る

こ
と
で
あ

っ
た
。
歴
代
の
重
要
人
物
に
関
し
て
は
各
種
文
献
を
参
考

に
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
各

「
門
中
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
を
中

心
に
し
て
作

っ
た
た
め
‘
史
実
と
異
な
る
点
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
多

か
れ
少
な
か
れ
美
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
新
し
い
事
実
も

少
な
く
な
か

っ
た
。

こ
の
運
動
の
場
合
、
「
門
中
」
と
い
う
用
語
を
積
極
的
に
使

っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
族
譜
編
纂
の
当
時
、
―
つ
の

同
姓
同
本
集
団
が
門
中
と
名
乗

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
い
う
「
門
中
」
は
李
光
奎
氏

の
い
う
組
織
を
伴
っ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
し
、
善
生
氏
の
い
う
地
域
社
会

(L
i
n
e
a
g
e
V
i
l
l
a
ge) 

に
限
る
性
格
を
も

っ
て
い
る
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
「
門
中
」
原
理
と
「
同
族
」
原
理
と
の
区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
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こ
と
が
、
族
譜
編
纂
の
進
む
な
か
で
、

と
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
す
ま
す
緊
急
の
理
論
課
題

―-、

同
族

こ
こ
で
は
、
韓
国
社
会
の
構
成
原
理
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
に
「
同

族
」
概
念
を
適
用
す
る
こ
と
の
可
否
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

韓
国
社
会
に
お
け
る

「
同
族
」
概
念
の
創
始
者
は
善
生
永
助
氏
で

あ
る
。
善
生
氏
は
、
日
本
の
「
同
族
」
概
念
を
そ
の
ま
ま
韓
国
社
会

に
あ
て
は
め
て
み
た
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
「
同
姓
同
本
の
血
族
団
体
は
、
同
一
の
始
祖
を
推
戴
し
て

世
々
こ
れ
を
伝
承
し
て
行
く
」
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
同
族
部
落

と
い
う
の
は
、
同
一
の
祖
先
よ
り
出
で
た
る
同
本
同
姓
の
も
の
、
一

部
落
ま
た
一
地
方
に
集
団
住
居
せ
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
」
（
善
生

前
掲
書
ニ

ニ
―
頁
）

と
あ
る
。

こ
こ
で
善
生
氏
は
‘
「
同
族
」
を
、
宗
中
や
門
中
と
同
じ
意
味
で
使

っ
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
「
門
中
」
と
「
宗
中
」
の
概
念

史
を
み
る
と
‘
「
同
族
」
と

「
門
中
」
あ
る
い
は

「宗
中
」
の
概
念
を

区
別
し
て
お
か
な
い
と
、
韓
国
の
社
会
現
象
を
分
析
す
る
と
き
‘
日

本
と
韓
国
の
社
会
を
同

一
と
み
な
し
た
り
、
も
し
く
は
そ
の
概
念
の

内
容
ま
で
混
同
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
韓
国
社
会
に
お
け
る

「
同
族
」
概
念
使
用
の

問
題
点
を
は
じ
め
に
指
摘
し
た
韓
国
人
の
学
者
と
し
て
は
、
金
宅
圭

氏
が
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、
韓
国
の
同
姓
同
本
の
「
氏
族
」
お
よ
び

同
姓
村
落
に
対
し
て

「
同
族
」
、
「
同
族
村
落
」
と
い
う
用
語
を
使
い

始
め
‘
定
義
を
試
み
た
の
は
‘
一
九
三
三
年
に
善
生
永
助
氏
で

あ
る
と
み
て
い
る
。

こ
の
年
は
‘
日
本
に
お
い
て

「
分
家
慣
行

調
査
」
が
は
じ
め
ら
れ
た
年
で
、
「
同
族
団
」
と
い
う
呼
称
に
お
い
て
、

集
団
と
し
て
の
同
族
の
性
格
や
機
能
を
分
析
し
は
じ
め
た
時
期
で
あ

る
。「
同
族
」
と
い
う
用
語
は
、
韓
国
と
日
本
の
双
方
で
独
立
し
て
す

す
め
ら
れ
た
同
族
の
社
会
学
的
研
究
の
術
語
と
し
て
使
い
始
め
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
用
語
の
も
つ
意
味
内
容
は
‘
当
然
に
も
か

な
り

「食
い
違

っ
た
も
の
に
な

っ
た
」（
金
宅
圭
、
一
九
八
二
年
ニ

―

六
九
ー
ニ
七

―頁）

ら
し
い

。
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
で
は
、
同
族
と

い
う
文
字
は
記
録
に
も
日
常
用
語
と
し
て
も
使
わ
れ
て
は
い
な
か
っ

た
よ
う
だ
し
、
使
う
場
合
、
そ
の
意
味
は
氏
族
（
門
中
）
を
さ
す
の

、
、
、

で
は
な
く
て
、
「
同
一
民
族
」
、
「
同
胞
」
と
い
う
概
念
と
し
て
使
用
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
氏
は
東
ア
ジ
ア
の
三
国

（中
国
・

韓
国
・
日
本
）
に
お
け
る
「
家
」
概
念
は
‘
「
チ
ャ
ー
（
中
国
）
」
、
「
チ

ブ

（韓
国
）」
、「イ

エ

（日
本
）
」
と
す
る
以
外
仕
方
が
な
く
、
別
個

の
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
‘
「
親
族
用
語
を

―
つ
の
言
語
か
ら
直
接
翻
訳
す
る
の
は
時
に

よ

っ
て
不
可
能
で
あ
る
」（
雀
在
錫
訳
、
一
九
七
八
年

i

―
二
四

I
-

二
五
頁
）
と
言
っ
た
J
.

B
e
a
t
t
i
e
の
意
見
は
こ
こ
で
も
正
し
い
と

思
う
。

東
ア
ジ
ア
の
三
国
に
お
い
て
は
、

中
国
は
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族
村
落
、
韓
国
は
「
チ
ブ
」
お
よ
び
氏
族
村
落
（
集
姓
村
）
、
日
本

は
「
イ
ェ
」
同
族
村
落
と
名
乗

っ
た
方
が
望
ま
し
い
。

一
方
、
「
同
姓

部
落
」
を
、
三
国
の
概
念
を
す
べ
て
包
括
す
る
用
語
と
す
る
こ
と
を
金

宅
圭
氏
は
提
案
し
て
い
る
。

さ
し
あ
た
り
金
宅
圭
氏
は
、
「
同
族
」
の
か
わ
り
に
「
氏
族
」

・
「
姓

族
」
、
「
同
族
村
落
」
の
か
わ
り
に
「
氏
族
村
落
」
・
「
同
姓
村
落
」
と

い
う
語
を
提
案
し
て
い
る

（金
宅
圭
前
掲
書
ニ
―
七
八
頁
）
。
金
宅

圭
氏
が
「
同
族
」
と
い
う
用
語
の
か
わ
り
に
「
氏
族
」
と
い
う
用
語

を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
善
生
永
助
氏
が
朝
鮮
総
督
府
編
の

報
告
書
に
氏
族
部
落
と
い
う
用
語
も
併
用
し
て
い
る
点
か
ら
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
同
姓
」
、
「
同
姓
村
落
」
と
い
う
用
語
も
‘

す
で
に
仁
井
田
陸
氏
が
中
国
村
落
研
究
の
と
き
使

っ
た
用
語
で
あ
る

（
仁
井
田
陸
、
一
九
五
二
年
:

I
O
頁）
。

も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
使
わ
れ
た
用
語
で
あ
る
か
ら
だ
め
だ
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
新
し
い
概
念
を
提
案
す
る
と
き
は
、
既
存
の
概

念
の
検
討
を
行
い
、
十
分
な
理
由
を
も

っ
て
‘
説
得
力
の
あ
る
概
念

を
提
案
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
金
宅
圭
氏
の
提
案
に
は
、

筆
者
は
ま
だ
納
得
で
き
な
い
。

一
方
、
金
斗
憲
氏
は
‘
「

同
族
」
と
い
う
用
語
を
「
同
門
同
宗

•

門

中
・
宗
中
・
小
宗
中
（
堂
内
）
・
大
宗
・
宗
族
・
姓
族
・
氏
族
」
な

ど
の
意
味
で
使

っ
た
し
、
「
同
族
部
落
」
の
こ
と
を
、
地
縁
的
同
族
共

同
体
•
同
族
地
縁
共
同
体
な
ど
の
意
味
で
使

っ

て
い
る
（
金
斗
憲
、

一
九
六
九
年
□
八
七
I

八
九
頁
）
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
金
宅
圭
氏

の
よ
う
な
用
語
の
使
用
区
別
は
は

っ
き
り
し
て
い
な
い

。

日
本
人
の
学
者
の
な
か
で
、
韓
国
社
会
に
お
け
る
「
同
族
」
概
念

の
使
用
を
め
ぐ
る
問
題
を
吟
味
し
た
学
者
と
し
て
は
、
江
嶋
修
作
氏

と
服
部
民
夫
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。
江
嶋
氏
の
見
解
は
、
「
同
族
」
概
念

を
使
う
と
き
、
韓
国
農
村
社
会
の
実
態
を
正
確
に
と
ら
え
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
氏
は
、
日
本
の

「
同
族
」
概
念
は
、
有
賀
喜
左
衛
門
、
喜
多
野

清
一
、
及
川
宏
諸
氏
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
研
究
蓄
積
を
も
つ
概

念
で
あ
る
と
述
べ
る

（江
嶋
修
作
、
一
九
七
六
年
□
八
七

I
-
―二

頁
）。

日
本
の
「
同
族
]
概
念
の
理
論
的
整
理
も
多
く
の
人
に
よ

っ

て
試
み
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
た
「
門
中
」
概
念
同
様
に
決
着
を

み
て
い
な
い
。
江
嶋
氏
は
‘
「
同
族
理
論
」
の
な
か
に
は
、
ま
だ
論
争

中
の
も
の
を
含
め
て
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の
詳
細
に
は

触
れ
て
は
な
い
が
、
「
同
族
」
現
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
を
、
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

①

「家
と
家
と
の
関
係
」
の
現
象
で
あ
る
こ
と
。

つ
ま
り
同
族
組
織

あ
る
い
は
同
族
団
の
基
本
的
単
位
を
、

「家
」
に
置
い
て
い
る
こ

と
②

「家
」
と

「家
」
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
系
譜
関
係
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
。

③

「家
」
と

「家
」
と
の
間
に
本
家
ー
分
家
関
係
が
あ
る
こ
と
。

④

「家
」
の
存
続
を
め
ぐ

っ
て
、
非
血
縁
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
一
村
落
内
の

「家
連
合
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
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る
こ
と
。

そ
し
て
江
嶋
氏
は
「
以
上
の
こ
と
を
通
し
て
、
『
同
族
』
現
象
が
‘

『
家
』
を
め
ぐ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
得
る
。
こ
れ
は
『
同

族
』
概
念
の
基
本
的
構
成
要
素
が
、

『家
』
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
」（
前
掲
書

i

九
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
江
嶋
氏
は
「
同
族
団
」
と
は
「
家
」
を
抜
き
に
し
て
は

成
立
し
え
な
い
と
語
り
な
が
ら
、
日
本
の

「
家
」
と
は
な
に
か
に
つ

い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い

。
日
本
の
同
族
（
団
）
を
説
明
す
る

た
め
に
は
「
家
」
の
構
成
原
理
の
説
明
は
欠
か
せ
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
日
本
の
「
家
」
と
「
同
族
」
に
つ
い
て
、
有
賀
理
論
と
喜

多
野
理
論
の
両
説
を
批
判
的
に
検
討
し
た
長
谷
川
善
計
氏
の
新
し
い

「
家
」
理
論
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

い
ま
ま
で
の
日
本
の
家
の
と
ら
え
か
た
に
は
、
二
つ
の
流
れ
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
「
家
」
は
生
活
体
や
経
営
体
で
あ
る
と
す
る
有
賀
喜
左

衛
門
氏
の
見
解
と
、
家
族
の
日
本
に
お
け
る
歴
史
的
特
殊
形
態
と
み

な
す
喜
多
野
清
一
氏
の
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
谷
川
善
計
氏
は
‘

有
賀
喜
左
衛
門
氏
の
場
合
、
第

一
に
、
「
家
」
と
は
‘
ど
の
よ
う
な
社

会
単
位
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
曖
昧
さ
か
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る

（
長
谷
川
善
計
、
一
九
九
一
年
益
四
頁
、
六
二
頁
）。

ま
た
長
谷
川
氏
は
、
有
賀
氏
の
分
家
概
念
の
問
題
点
と
し
て
、
本
百

姓
と
し
て
（
一
軒
前
の
家
と
し
て
）
分
家
さ
せ
る
こ
と
も
、
従
属
農

民
と
し
て
（
あ
く
ま
で
も
一
軒
前
の
家
の
な
か
の
下
位
単
位
と
し

て
）
居
住
、
生
計
、
経
営
上
で
分
立
さ
せ
る
こ
と
も
‘
一
括
し
て

「
分
家
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
従
来
の
一
般
的

見
解
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
本
家

・
分
家
関
係
は
主
従
関
係
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
本
百
姓
対
従
属
農
民
の
関
係
を

「
身
分
関
係
」
と
し
て
と
ら
え
る
長
谷
川
氏
は
‘
「
江
戸
時
代
に
は
‘

か
な
り
の
高
持
百
姓
で
あ
っ
て
も
従
属
農
民
で
あ
っ
た
者
は
沢
山
い

た
し
、
逆
に
、
従
属
農
民
を
全
く
抱
え
な
い
自
作
農
や
小
作
人
で
あ

っ
た
者
で
も
本
百
姓
身
分
で
あ
っ
た
も
の
も
沢
山
い
た
」
こ
と
を
挙

げ
、
本
百
姓
と
従
属
農
民
と
い
う
身
分
関
係
は
、
経
営
や
生
活
上
で

の
親
方
・
子
方
関
係
の
み
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
て
、
「
両
者
の
関

係
は
、
明
ら
か
に
別
種
の
も
の
で
あ
る
」
（
前
掲
書

i

六
三
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
す
で
に
一
九
八

0
年
代
の
初
め
か
ら
展
開
さ
れ
て
き
た

長
谷
川
氏
の
こ
う
し
た
指
摘
に
た
い
し
て
、
光
吉
利
之
氏
は
、
「
長
谷

川
は
同
族
団
に
お
け
る
家
財
分
与
に
着
目
し
、
分
割
相
続
と
い
う
親

族
関
係
に
基
づ
く
家
系
譜
と
、
家
産
制
的
関
係
に
基
づ
く
非
親
族
分

家
の
家
系
譜
と
の
質
的
差
異
を
明
確
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
族
に

含
ま
れ
る
二
つ
の
社
会
関
係
の
共
存
関
係
を
明
確
に
し
た
」
（
光
吉
利

之
、
一
九
八
六
年
:

I
O
頁
）
と
評
価
し
た
。

ま
た
第
二
に
、
主
従
関
係
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
屋
敷
地
の
性
格

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
百
姓
身
分
た
る
身
分

・
資
格
は
、
経

営
や
生
活
上
に
お
い
て
、
従
属
農
民
を
し
た
が
え
、
そ
の
親
方
百
姓

と
な

っ
て
い
る
と
い
う
関
係
で
は
な
く
て
、
検
地
帳
に
屋
敷
地
を
名

請
し
、
そ
の
所
持
を
公
認
さ
れ
た
と
い
う
基
本
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

同
時
に
、
従
属
農
民
が
本
百
姓
か
ら
屋
敷
地
を
借
り
る
と
い
う
の
は
‘
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本
百
姓
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
「
家
」
の
中
の
者
、
そ
の
「
家
」
成

員
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
百
姓
と
従
属
農

民
と
の
差
は
、
ま
ず
「
一
軒
前
の
家
」
の
代
表
者
で
あ
る
か
否
か
、

す
な
わ
ち
領
主
に
た
い
す
る
夫
役
負
担
者
（
役
人
）
で
あ
る
か
否
か

と
い
う
「
家
」
の
問
題
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
屋
敷
地
は

「
家
」
の
シ
ン
ポ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
時
に

「株
」
と
し
て
存
在

し
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
（
長
谷
川
前
掲
書

i

七
ニ
ー
七
四

頁）
。
要
す
る
に
、
屋
敷
地
は
本
百
姓
身
分
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

本
百
姓
と
従
属
農
民
と
の
主
従
関
係
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
も

「
家
」
的
関
係
で
あ
り
、
公
的
負
担
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
も
の
と
し

て
公
認
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
の
違
い
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
従
属
農
民
の
な
か
に
は
、
親
族
の
従
属
農
民
、
こ
と
に
隠
居

生
活
に
入

っ
た
親
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
「
従
属
農
民
」
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
主
従
関
係
の
な
か
の
者

と
し
て
と
ら
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

第
三
に
は
、
し
た
が

っ
て
、
「
家
」
は
、
経
営
体
や
生
活
協
同
体
と

し
て
設
定
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
て
‘
―
つ
の
家
の
な
か
に

複
数
の
経
営
体
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
あ
り
う
る
。
い
い

か
え
れ
ば
、
「
家
」
は
「
私
的
」
な
も
の
で
は
な
く
て
「
公
的
」
な
も

の
だ
か
ら
、
「
家
」
の
内
部
に
複
数
の
私
的
単
位
（
経
営
体
•
生
活
協

同
体
）
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
「
家
」
と
し
て
は
―
つ
だ
と
観
念
さ
れ

る
こ
と
に
何
の
矛
盾
も
な
い
。「
一
軒
前
の
家
」
は
支
配
の
単
位
と
し

て
設
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
「
家
」
の
内
部
に
限
っ
て
み
れ
ば
、

つ
ま
り
対
内
的
に
は
、
家
族
関
係

・
生
活
協
同
関
係
・
経
営
関
係
に

規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
‘

対
外
関
係
（
対
村
関
係
・
対
領
主
関
係
）
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
性

格
の
も
の
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
「
家
」
は
各
種
共
同
関
係
の
単
位
と

し
て
も
強
固
で
あ
り
、
同
時
に
支
配
機
構
の
末
端
に
揺
る
ぎ
な
く
組

み
込
ま
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
再
び
同
族
の
問
題
に
た
ち
か
え
る
な
ら
ば
、
重
要
な
こ

と
は
、
「
家
」
が
共
同
関
係
と
支
配
関
係
の
双
方
の
基
礎
単
位
で
あ

っ

た
か
ら
、
「
家
」
の
集
合
た
る
同
族
も
ま
た
、
単
な
る
（
純
粋
な
）
親

族
集
団
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
貢
租
は
村

が
責
任
団
体
と
し
て
領
主
か
ら
請
け
負

っ
て
お
り
（
村
請
制
）
、
村

の
構
成
単
位
は
「
家
」
で
あ

っ
た
。

―
つ
の
「
家
」
が
村
に
た
い
す

る
貢
租
負
担
を
担
え
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
同
族
の
者
が
肩
代

わ
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
通
例
だ
っ
た
。
だ
か
ら
同
族
は
‘

公
的
単
位
と
し
て
の
各
「
家
」
の
務
め
を
い
わ
ば
隣
保
的
に
援
助
し
、

補
い
合
う
機
能
を
も
た
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
韓
国
の
家
族
・
親
族
、
こ
と
に
父
系
血
縁
集

団
で
あ
る
門
中
と
の
国
際
比
較
と
い
う
視
座
を
立
て
る
と
き
‘
構
成

原
理
が
決
定
的
に
異
な
る
た
め
、
「
同
族
」
と
い
う
概
念
の
使
用
は
‘

韓
国
社
会
に
は
適
切
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

韓
国
の
父
系
血
縁
集
団
で
あ
る
「
門
中
」
は
‘
村
落
を
ク
ロ
ス
・

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
日
本
の
同
族
と
は
大
変
異
な

っ
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て
お
り
、
韓
国
の
門
中
は
村
落
レ
ベ
ル
を
越
え
た
父
系
血
縁
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
当
然
に
も
‘
門

中
は
日
本
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
集
団
に
発
展
し
、
全
国
レ
ベ

ル
ま
で
貫
か
れ
た
組
織
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
（
中
根
千
枝
、

一
九

八
七
年
ニ
―
六
三
ー
ニ
六
四
頁
、
参
照
）。

し
た
が

っ
て
、
日
本
の
同
族
と
韓
国
の
門
中
（
宗
中
）
を
区
別
す

る
必
要
か
あ
る
と
い
う
中
根
氏
の
指
摘
は
、
今
後
の
国
際
比
較
研
究

に
と

っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
江
嶋
修
作
氏
は

こ
の
問
題
を
め
ぐ

っ
て
、
韓
国
、
慶
尚
南
道
挟
川
郡
映
川
面
地
方
を

対
象
に
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、

実
証
的
研
究
に
よ

っ
て
こ
れ
を
裏
づ

け
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
‘
①
概
念
‘
理
論
体
系
‘
仮
説
‘

事
実
‘

検
証
な
ど
の
科
学
的
方
法
に
た
い
す
る
厳
格
さ
の
欠
如
、
②
韓
国
社

会
を
、
父
系
制
社
会
の
典
型
的
事
例
と
し
て
の
み
扱
う
固
定
化
さ
れ

硬
直
化
し
た
先
入
観
‘
③
国
際
比
較
の
視
角
を
欠
如
さ
せ
日
本
的
枠

内
思
考
に
支
え
ら
れ
た
方
法
的
理
論
的
硬
直
性
‘
④

「
同
じ
東
ア

ジ

ア
で
あ
る
」
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
発
想
、
こ
の
四
点

を
、
無
原
則
に
「
同
族
」
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
へ
の
警
告
と
し
て

と
り
あ
げ
て
い
る
（
江
嶋
前
掲
書
□
八
七

I
-
―
二
頁
）。
筆
者
は
‘

江
嶋
修
作
氏
の
こ
の
指
摘
は
正
し
い
と
思
う
。
し
か
し
江
嶋
氏
は
‘

「
同
族
」
と
い
う
概
念
の
か
わ
り
に
‘
よ
り
一
般
的
な

「
親
族
」
の

諸
概
念
を
使

っ
た
方
が
妥
当
性
が
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
具
体
的
な
提

案
と
し
て
、

lineage
,
c
l
a
n
,
 se

g
m
e
n
t
,
 fa

m
i
l
y
,
 de

s
c
e
n
t
 
g
r
o
u
p
,
 

k
i
n
s
h
i
p
な
ど
の
概
念
の
な
か
で
、
特
に
リ
ニ
ー
ジ
概
念
は
韓
国
農

村
社
会
へ
の
適
合
性
が
高
い
と
考
え
て
、
リ
ニ
ー
ジ
の
使
用
を
強
く

主
張
し
て
い
る
。
筆
者
は
‘
リ
ニ
ー
ジ
概
念
や
ク
ラ
ン
概
念
を
使
う

こ
と
に
反
対
は
し
な
い
が
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が

「
中
国
の
宗
族
」
に

た
い
し
て
用
い
た
リ
ニ
ー
ジ

・
ク
ラ
ン
概
念
を
、
韓
国
で
も
同
様
に

扱

っ
て
い
い
の
か
‘
疑
問
が
残
る
。
瀬
川
昌
久
氏
は
、
リ
ニ
ー
ジ
・

ク
ラ

ン
と
い
う
用
語
を
、
中
国
に
関
し
て
は
「
宗
族
」
と
い
う
概
念

に
戻
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る

（瀬
川
昌
久
‘

一
九
九
二

年
i

―
五
ー
ニ

六
頁
）。
わ
た
し
も
こ
れ
に
賛
同
し
、
韓
国
で
も
‘

む
し
ろ

「
門
中
」
概
念
を
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
服
部
民
夫
氏
は
、
日
本
社
会
と
韓
国
社
会
の
研
究
に
お
い

て
、
共
通
に
使
用
さ
れ
て
き
た
術
語
の
―
つ
か
「
同
族
」
で
あ
る
と

考
え
、
特
に
同
氏
は
‘
養
子
と
相
続
制
を
中
心
に
同
族
概
念
の
日
韓

比
較
研
究
を
試
み
た
。
日
本
の

「
同
族
」
に
つ
い
て
は
‘
有
賀
喜
左

衛
門

・
喜
多
野
清

一
の
両
説
を
中
心
に
分
析
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、

日
本
の
同
族
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
服
部
氏
も
江
嶋
修
作
氏
と

同
様
に
、
日
本
の

「家
」
と
は
な
に
か
に
つ
い
て
は
究
明
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
結
論
に
説
得
力
が
乏
し
い
と
思
う
。
服
部
氏
の
提
案

は
、
結
局
、
金
宅
圭
氏
の
い
う

「同
姓
族
」
で
あ
る
。
し
か
し
特
筆

す
べ
き
は
‘
服
部
氏
が
、
韓
国
の
同
族
は
、
中
国
の
宗
族
か
ら
の
深

い
影
響
は
認
め
る
が
、
李
朝
初
期
の
興
儒
崇
礼
の
大
運
動
で
も
倒
れ

な
か

っ
た
韓
国
独
特
の
慣
習
を
考
え
る
と
き
、
韓
国
の
同
族
は
中
国

の
宗
族
と
は
ち
が
う
社
会
的

・
文
化
的
背
景
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
て、
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異
姓
不
養
、
同
姓
（
同
本
）
不
婚
の
規
則
が
厳
密
で
は
な
い
点
で
宗

族
と
呼
ん
で
は
な
ら
な
い

（服
部
民
夫
、
一
九
七
五
年
）
と
述
べ
て

い
る
点
で
あ
る
。

次
に
‘
中
根
千
枝
氏
の
見
解
を
見
よ
う。

中
根
氏
は
、
日
本

（本
土

と
沖
縄
）
と
中
国
、
韓
国

・
朝
鮮
の
比
較
で
、
父
系
血
縁
の
概
念
に

よ
る
説
明
を
試
み
る
。
中
根
氏
は
、
韓
国
に
あ

っ
て
は
同
姓
意
識
よ

り
本
貫
の
意
識
が
強
い
機
能
を
も

っ
て
い
る
と
述
べ
、「
同
族
」
と
い

う
用
語
を
、
「
門
中
」
あ
る
い
は
「
宗
中
」
と
呼
ん
だ
方
が
実
相
に
近

い
と
語
っ
て
い
る
（
中
根
千
枝
、
一
九
七

0
年）
。
し
か
し
、
「
宗

中
」
あ
る
い
は
「
門
中
」
と
い
う
用
語
は
必
ず
し
も
父
系
集
団
構
成

の
レ
ベ
ル
と
は
一
致
し
な
い

。
と
き
に
よ

っ
て
堂
内
を
も
「
門
中
」

と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
し
、
一
方
、
最
大
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
同
姓
同
本

を

「大
同
宗
」
あ
る
い
は
「
門
中
」
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
姓
は
韓

国
の
人
々
に
と

っ
て
何
よ
り
も
重
要
な
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
源
だ
か
ら
で
あ
る
。

次
は
、
数
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
雀
在
錫
氏
の
見
解
で
あ
る
。

雀
氏
は
、
東
洋
三
国
は
す
べ
て
「
同
族
」
概
念
で
包
括
で
き
る
と
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
・
韓
国
の
場
合
、
そ
れ
を
ク
ラ
ン
・
リ
ニ

ー
ジ
と
表
記
で
き
る
し
、
日
本
の
場
合
は
ク
ラ
ン
で
は
な
い
と
述
べ

て
い
る
（
雀
在
錫
、

一
九
七
五
年
ニ

―七
八
ー
ニ
八
0
頁
）。

同
氏
は
、
同
姓
同
本
集
団
の
こ
と
を
、
「
門
中
」
と
呼
ぶ
か
わ
り
に
‘

ほ
と
ん
ど
「
同
族
集
団
」
と
呼
び
、
例
え
ば
「
慶
州
李
氏
同
族
集

団
」
と
い
う
場
合
は
‘
「
同
姓
同
本
集
団
」
の
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
「
同
族
」
と
い
う
用
語
を
使

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
‘
]
佳
在
錫

氏
は
‘
「
同
族
集
団
」
は
父
系
の
親
族
集
団
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
‘

同
祖
意
識
を
も
つ
同
姓
同
本
の
男
系
親
族
を
称
す
る
も
の
（
前
掲
書

i

―
九
六
頁）

と
定
義
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
同
族
集
団
を
研
究
し
て
き
た
学
者
の
多
く
は
‘

一
部
落

も
し
く
は
一
地
方
に
居
住
す
る
同
族
だ
け
を
考
察
の
対
象
に
し
て
き

た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
全
国
的
ネ

ッ

ト
ワ
—
ク
を
も
つ
同
族
を
正

し
く
理
解
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

（前
掲
書
ニ
―

0
1
-
二
〇
八

頁）
。
ま
た
同
氏
は
‘

「自
分
は
、
同
族
組
織
を
も
つ
男
系
親
族
を
表

す
学
術
用
語
と
し
て
族
譜
に
現
れ
て
い
る
用
語
の
中
で
使
用
し
よ
う

と
試
み
た
が
、
社
会
学
系
や
人
類
学
系
で
み
ん
な

《
同
族
》
と
い

う

用
語
を
使
用
し
て
い
た
わ
け
で
、
自
分
も
そ
れ
に
し
た
が
う
こ
と
と

し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
‘
善
生
永

助
氏
に
よ

っ
て
使
い
始
め
ら
れ
た
「
同
族
」
と
い
う
用
語
を
検
討
し

な
い
ま
ま
で
使

っ
て
き
た
結
果
、
そ
の
概
念
や
意
味
が
曖
昧
に
す
ぎ

る
。ま

た
鈴
木
栄
太
郎
氏
も
、
韓
国
社
会
の
構
成
原
理
を
説
明
す
る
の

に‘

「同
族
」
、
「
同
族
団
体
」
、
「
同
族
部
落
」
な
ど
の
概
念
を
使
っ
て
お

り
、
「
朝
鮮
に
お
け
る
同
族
団
体
は
原
則
的
に
祖
先
を
共
同
祭
祀
す

る
た
め
の
集
団
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」（
鈴
木
栄
太
郎
、

一
九
七
三
年
：
七

0
頁
）
と
規
定
し
た
。
し
か
し
、
祖
先
を
共
同
祭

祀
す
る
た
め
の
集
団
組
織
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
‘
す
で
に
、
雀
在

錫
氏
が
指
摘
し
た
通
り
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
同
族
集
団
を

一
部
落
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又
は

一
地
域
に
限
っ
た
調
査
結
果
か
ら
の
み
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本

の
同
族
概
念
が
頭
の
中
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
い
え
る
こ

と
で
あ
る
。

ま
た
、
祖
先
の
共
同
祭
祀
と
言

っ
て
も
、
鈴
木
氏
は
忌
祭
で
あ
る

か
墓
祭
で
あ
る
か
は
区
別
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
同
一
部
落
内
に
お

け
る
同
族
が
そ
の
戸
数
は
な
は
だ
多
き
に
及
び
、
い
わ
ゆ
る
同
族
部

落
を
形
成
す
る
場
合
」
と
か

「朝
鮮
に
お
け
る
比
較
的
一
般
的
な
農

村
社
会
集
団
は
そ
の
種
類
に
お
い
て
、
大
体
日
本
農
村
に
お
け
る
と

同
様
で
あ
る
」
（
前
掲
書

i

七
四
頁
）
と
い
う
よ
う
な
同
族
概
念
使
用

で
あ
る
。
部
分
的
に
は
日
本
農
村
の
現
象
と
区
別
も
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
日
本
農
村
と
同
質
的
方
向
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
同
族
」
概
念
も
そ
の
方
向
で
使
わ
れ
る
。

こ
の
方
向
で
は
‘
雀
柏
氏
が
、
金
宅
圭
氏
の
「
同
姓
部
落
」
と
い

う
用
語
の
使
用
に
異
議
を
提
出
し
て
い
る
。
善
生
永
助
氏
が
「
同

族
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
こ
の
か
た
、
韓
国
に
お
い
て
も
「
同

族
」
と
い
う
名
辞
が
学
術
用
語
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
近
来
、
日
本
と
韓
国
の
双
方
に
お
い
て
併
用
さ
れ
る
「
同

族
」
と
い
う
同
一
用
語
が
、
そ
の
内
容
お
よ
び
概
念
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
様
相
が
か
な
り
異
な
る
こ
と
に
関
し
て
、
両
国
の
学
者
た
ち
か

ら
代
案
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
雀

柏
氏
は
、
金
宅
圭
氏
の

「同
姓
部
落
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
「
同

姓
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
[
金
斗
憲
ヽ

一
九
三
四

年
]
に
お
い
て
「
例
え
姓
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
本
貫
が
同
じ
で
な
け

れ
ば
、
こ
れ
を
同
族
関
係
と
み
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
」
と
批
判
さ

れ
て
い
る
の
を
引
用
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
日
韓
に
お
い
て
、
い
ま
ま

で
学
術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
「
同
族
」
用
語
の
使
用
を
よ
り

積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
（
雀
柏
、
一
九
八
四
年
）
。

韓
国
慶
尚
北
道
漆
谷
郡
仁
同
面
に
居
住
す
る
仁
同
張
氏
門
中
を
対

象
に
し
て
調
査
を
お
こ
な

っ
た
江
守
五
夫
氏
は
、
金
宅
圭
氏
の
提
案

を
支
持
し
、
日
本
の
も
の
を
「
同
族
」
、
韓
国
の
も
の
を
宗
中

・
氏

族
•
同
族

·

門
中
・
両
班
同
族
な
ど
と
す
る
用
語
を
提
示
し
、
中
国

の
場
合
は
「
宗
族
」
と
言
っ
て
い
る

（江
守
五
夫

・
雀
龍
基
編
、
一

0
ー

一
―
頁
）
。

そ
の
ほ
か
に
、
末
成
道
男
氏
の
場
合
、
門
中
に
は
、
中
門
中
・
小

門
中
の
分
け
方
を
す
る
一
方
で
、
「
同
族
」
概
念
を
混
用
し
て
い
る
し
、

日
韓
の
同
族
概
念
の
共
用
に
つ
い
て
問
題
提
議
は
な
し
て
い
な
い

（末
成
道
男
、
一
九
八
七
年
）

。

伊
藤
亜
人
•
朝
倉
敏
夫
氏
に
も

「
同
族
」
概
念
の
問
題
提
議
は
な
く

（伊
藤
亜
人
、
一
九
八
七
年
、

朝
倉
敏
夫
、
一
九
八
七
年
）
、
嶋
陸
奥
彦
氏
は
‘
門
中

（派
）
を
リ

ニ
ー
ジ
と
す
れ
ば
、
同
姓
同
本
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
ク
ラ
ン
と
言

っ
て

い
る

（嶋
陸
奥
彦
、

一
九
七
八
年

i
-
|
―
七
頁
）
。

同
族
と
い
う
概
念
の
日
韓
に
お
け
る
使
用
実
態
を
考
察
し
て
き
た
。

こ
う
い
う
構
成
原
理
か
ら
生
ま
れ
出
た
「
同
族
」
概
念
を
そ
の
ま
ま

韓
国
社
会
や
中
国
社
会
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
韓
国
社
会
に
お
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り

「
同
族
」
の
か
わ
り
に
、
社
会
史
・
文
化
史
的
概
念
で
あ
る
「
門
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中
」
を
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

四
、
結
語

本
稿
で
は
‘
「
門
中
」
の
概
念
定
義
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

「
門
中
」
と
い
う
用
語
が
使
い
始
め
ら
れ
た
の
は
、
朝
鮮
時
代
の
こ

と
で
あ
る
（
雀
在
錫
、
一
九
八
三
年
二
ニ
四
頁
）。

し
か
し
、
学
者

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
概
念
使
用
に
ず
れ
が
あ
り
、
ま
た
実
際
の

「門

中
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
時
代
に
よ

っ
て
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き

た
と
思
わ
れ
る
。
宗
族
が
組
織
を
整
え
る
と
門
中
に
な
る
と
言
え
る

の
な
ら
ば
、
一
九
七
五
年
の
全
国
民
族
譜
探
し
運
動
の
展
開
以
後
は
‘

各
宗
族
が
組
織
を
整
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
運
動
の
過
程
で
、
私
が
調
査
対
象
に
し
た
芭
山
郭
氏
門
中
の

よ
う
に
‘
具
体
的
に
成
員
の
資
格
を
制
限
す
る
場
合
も
あ
る
。
芍巳山

郭
氏
門
中
宗
会
宗
則
第
二
章
第
四
条
（
資
格
）
に
は
‘
「
本
会
の
会

(4
)
 

員
は
清
白
吏
公
子
孫
と
す
る
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
場
合
の

門
中
は
各
派
の
「
連
合
体
」
も
し
く
は
、
各
派
の
門
中
の
み
を
さ
す

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
玄
風
郭
氏
（
芭
山
郭
氏
）
の
場
合
の
よ
う

に
‘
具
体
的
に
、
例
え
ば
、
「
追
報
堂
門
中
」
を
い
う
と
き
は
、
実
際
、

同
姓
同
本
集
団
の
下
位
組
織
と
し
て
の
意
味
で
使
う
。
他
に
も
、
西

涯
門
中
、
退
埃
門
中
、
文
猷
公
門
中
と
の
呼
び
方
も
あ
り
、
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
場
合
も
同
姓
同
本
集
団
よ
り
下
位
組
織
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で
、
追
報
堂
門
中
や
、
西
涯
門
中
、
退
淫
門
中
、
川
前
門
中
な
ど
は
‘

系
譜
上
（
族
譜
）
は
同
姓
同
本
集
団
を
さ
す
こ
と
で
は
な
い
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
、
追
報
堂
門
中
は
芍
巳
山
郭
氏
、
西
涯
門
中
は
翌
山
柳
氏
、

員
城
成
李
氏
は
退
淫
門
中
、
川
前
門
中
は
義
城
金
氏
を
代
表
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
渓
城
李
氏
で
あ
っ
て
も
、
退
埃
門
中
の
成
員
と

し
て
の
資
格
な
い
人
の
場
合
も
‘
員
城
李
氏
同
士
は
‘
「
退
淫
門
中
の

者
で
す
」
と
名
乗
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
が
、
対
外
的
に
は
「
退
淫
門

中
の
者
で
す
」
と
名
乗
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
韓
国
人
な
ら
ば
、

誰
で
も
知
っ
て
い
る
有
名
な
朝
鮮
時
代
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
李
滉
（
琥

;
坦
淫
、
一
六
世
紀
の
人
）
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
調
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
門
中
」
意
識
に
は
多
分

に
カ
リ
ス
マ
原
理
か
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。

「
門
中
」
と
は
同
姓
同
本
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
か
、
同
姓

同
本
か
ら
分
か
れ
て
き
た
各
派
の
こ
と
で
あ
る
か
と
い
う
議
論
が
な

さ
れ
な
が
ら
、
結
論
が
見
送
ら
れ
て
き
た
の
は
‘
か
か
る
事
情
に
起

因
す
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
あ
る
い
は
近
来
の
姿
を
社
会
的
条
件
の
異
な
る
過
去
に
そ

の
ま
ま
投
影
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

筆
者
は
‘
「
門
中
」
と
い
う
概
念
を
、
①
単
に
門
中
と
い
う
場
合
は
‘

同
姓
同
本
の
意
味
で
、
②
具
体
的
に
「

O
O門
中
」
と
い
う
場
合
は
‘

「
O
O
門
中
」
の
成
員
の
決
め
ら
れ
た
範
囲
に
限
定
し
て
用
い
る
の

が
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る
。

門
中
に
は
リ
ニ
ー
ジ
的
な
性
質
と
ク
ラ
ン
的
な
性
質
が
常
に
交
差
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し
て
い
る
。
図

1
で、

A

（
全
体
集
団
）

．
B

（
義
城
金
氏
）

．

c

（
高
霊
）
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
門
中
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

B

（リ
ニ
ー
ジ
）
に
と

っ
て
、

A
は
「
ク
ラ
ン
」
で
あ
り
、
ま
た

B
は
C
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
は
ク

ラ
ン
で
も
あ
る
。
固
定
的
な
門
中
の
観
念
よ
り
も
、
常
に
《
分
節
》

と
《
統
合
》
へ
向
か
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
設
定
に
注
目
す
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
用
語
法
と
門
中
の
構
造
的
特
徴
を
考
慮

せ
ず
に
門
中
を
定
義
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。

ま
た
歴
史
的
に
見
る
と
、
初
期
段
階
(
-
五
世
紀
）
の
門
中
か
、

ご
く
一
部
の
両
班
に
限
っ
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
現
在
、
法
律
上
で
同
姓
同
本
不
婚
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
、

法
的
に
は
「
門
中
」
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
外
婚
制
の
単
位
で
あ
る
同

姓
同
本
集
団
と
し
て
取
り
あ
つ
か
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
日
、
社
会
現
象
を
分
析
す
る
と
き
、
国
際
的
に
通
用
す
る
概
念

の
使
用
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。「
門
中
」
を
め
ぐ
る
概

念
上
の
諸
問
題
も
、
学
問
の
国
際
化
の
な
か
の
一

駒
で
あ
る
。

注
(1
)

本
稿
は
、
私
の
修
士
論
文
「
韓
国
社
会
に
お
け
る
門
中
の
形
成
と
構

造
」
(
-
九
九
二
年
一
月
提
出
）
の
第

一
章
第
一

節
「
門
中
の
定
義
」

を
敷
術
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
2
)

堂
内
と
は
‘
父
系
八
寸
（
八
親
等
）
以
内
の
集
団
（
高
祖
を
中
心
と

す
る
集
団
）
の
こ
と
で
あ
る
。

(3
)

こ
の
場
合
の
「
組
織
」
は
、
宗
会
、
門
長
、
有
司
、
宗
孫
、
財
産
な

ど
を
整
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

(4
)

始
祖
郭
鏡
の
一
三
代
孫
安
邦
は
、
世
宗
大
王

(-
五
世
紀
）
よ
り
清

白
吏
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
子
孫
た
ち
が
彼
を
別
称
し
て
「
清
白

吏
公
」
と
も
呼
ぶ
。
詳
し
く
は
‘
私
の
修
士
論
文
の
第
五
章
を
参
照
。
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